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（ 論 文 審 査 の 要 旨 ） 
論文題名：Can we predict amyloid deposition by objective cognition and regional cerebral 
     blood flow in patients with subjective cognitive decline? 
     （自覚的認知機能低下患者における、客観的認知機能検査、脳血流シンチグ 
      ラフィを用いたアミロイド蛋白蓄積の予測） 
 
 
 軽度認知障害の前段階である自覚的認知機能低下（Subjective Cognitive Decline：
SCD）は近年、アルツハイマー病（Alzheimer’s disease：AD）のハイリスク群として注
目されている。本研究では、神経心理学的検査、精神症状評価やSingle Photon Emission 
Computed Tomography（SPECT）所見からSCDにおける脳内アミロイド（A）蛋白の
蓄積が予測できるかを横断的に調査した。結果、臨床検査所見よりSCDにおけるA蓄積
を予測することはできなかった。また、自覚的記憶力低下は女性で強く、さらにA陰性
者ではカテゴリによる語の流暢性とアパシーとが相関していた。 
 審査では、SCDの組み入れ基準や主観的な訴えの詳細について問われた。対象は認知
機能低下を訴え自らメモリークリニック外来を受診した者であるが、訴えや受診動機の
詳細は本研究では聴取しておらず、またSCDは不均一な集団であり限界の一つであると
回答された。SCDの客観的指標について問われた。様々な電子機器を用いて聴力、視野
や追視能力、体動や表情、会話音声などを定量化することにより、今後客観的指標とし
て使用できる可能性があると回答された。臨床におけるADの診断について問われた。他
の器質的疾患が除外された後に、典型例では見当識障害、記憶障害をはじめとする緩徐
に進行する認知機能低下を認め、MRIでは両側海馬周囲の萎縮、SPECTでは後部帯状
回、楔前部、頭頂葉外側の血流低下を認め、総合的に臨床診断を行うと回答された。
SCDにおけるA陰性者の解釈について問われた。現時点でA蓄積を認めない者は今後少
なくとも15-20年はADによる認知症を発症する可能性は低いと言える、一方、脳血管性認
知症、レビー小体型認知症、前頭側頭葉変性症などA蓄積を伴わない認知症の発症は否
定できないと回答された。本研究の研究動機について問われた。自覚的に認知機能低下
を訴えメモリークリニック外来を受診された患者に対し、各種臨床検査を施行し正常範
囲であると通常は経過観察となる。しかし、SCDはADハイリスク群であり、臨床検査で
異常がなくとも受診時に既にA蓄積が始まっている者がいる。臨床検査を詳細に調査す
ることで、研究使用に限定されているアミロイドPETを撮影せずとも脳内A蓄積を予測
し早期予防介入へと繋げられないかという臨床疑問をもとに取り組んだ研究であると回
答された。A蓄積結果の告知による心理的影響について問われた。本研究参加者への告
知後の心理的な影響についても調べたが、少なくとも告知半年後の抑うつ・不安症状の
増悪は認めなかった。今後、採血などでより簡便にA蓄積を測定できる可能性があり、
引き続き告知後の心理的影響について慎重に検証していくと回答された。 
 以上、本研究では検査所見より脳内A蓄積を予測することはできなかったが、SCDに
おけるA陽性者と陰性者の臨床所見を詳細に比較検討した研究はこれまでになく、SCD
の臨床像の把握や現状の臨床検査の限界を検討した有意義な研究であると評価された。  
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